




ライフプラン・リタイアメントプラン　ＣＦＰ資格審査試験　出題項目リスト №1

№ 項目名 出題内容
H23
-2

H24
-1

H24
-2

H25
-1

H25
-2

H26
-1

H26
-2

H27
-1

H27
-2

H28
-1

頻
度

1 ＦＰと関連法規 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

2 ＦＰとコンプライアンス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

3 各種意識調査等 ○ ○ ○ 3

4 厚生労働白書 ○ ○ ○ 3

5 その他、家計・人口・景気 ○ ○ ○ 3

6 キャッシュフロー作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

7 必要額計算（係数早見表） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

8 キャッシュフロー分析 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

9 バランスシート ○ 1

10 退職金（退職所得・手取額・税額） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

11 各種所得・総合課税の税額等 ○ ○ ○ 3

12 教育ローンの種類・仕組み ○ ○ ○ ○ 4

13 学費データ、子供にかかる資金データ ○ 1

14 教育資金贈与 ○ ○ ○ 3

15 奨学金、その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

16 財形・郵貯 ○ 1

17 手続き、その他 ○ ○ ○ 3

18 住宅ローン控除 ○ 1

19 公庫融資制度（住宅金融支援機構） ○ ○ ○ ○ 4

20 民間住宅ローン ○ 1

21 借換え ○ 1

22 繰上げ返済 ○ ○ ○ 3

23 返済額算出、購入可能な物件、その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

24 リバースモーゲージ ○ ○ ○ 3

25 リボルビング払い／アドオン ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

26 生命保険の契約者貸付 ○ 1

27 自動車ローン（残価設定型） ○ 1

28 信用保証協会 ○ ○ 2

29 アドオン方式 ○ 1

30 標準報酬、料率・保険料、扶養 ○ ○ ○ ○ ○ 5

31 短時間労働者の社会保険 ○ ○ ○ 3

32 退職後の社会保険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

33 被保険者、保険料、自己負担 ○ ○ ○ ○ ○ 5

34 介護給付、自己負担 ○ ○ ○ 3

35 申請手続き、サービス内容 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

36 法改正等 ○ ○ ○ 3
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ライフプランニング編
問題 出題
番号 難易度 年度 Ｐ

▼ ▼ ▼ ▼

【問１】基 Ｈ25-2～Ｈ27-2 ＜ＦＰの倫理とコンプライアンス＞ １

【問２】基 Ｈ26-1～Ｈ27-2 ＜ＦＰの倫理とコンプライアンス＞ ４

【問３】基 Ｈ20-1～Ｈ26-2 ＜ライフプランに関わる統計データなど＞ ６

【問４】基 Ｈ25-1～Ｈ27-2 ＜ライフプランに関わる統計データなど＞ ９

【問５】基 Ｈ19-2～Ｈ23-2 ＜ライフプランに関わる統計データなど＞ 12

【問６】基 Ｈ23-1、Ｈ27-2 ＜ライフプランに関わる法律・諸制度＞ 15

【問７】基 Ｈ19-1～Ｈ23-2 ＜係数表の活用／資産運用＞ 17

【問８】基～中 Ｈ26-2～Ｈ27-2 ＜係数表の活用／資産運用＞ 20

【問９】基～中 Ｈ23-2、Ｈ26-1 ＜係数表の活用／住宅取得資金計画＞ 25

【問10】中～特 Ｈ14-2、Ｈ16-2 ＜源泉徴収票の読み取り等＞ 28

【問11】基 Ｈ27-2 ＜キャッシュフロー表＞ 31

【問12】基 Ｈ27-1 ＜キャッシュフロー表＞ 35

【問13】基～中 Ｈ26-1～Ｈ27-2 ＜教育資金設計＞ 39

【問14】中 Ｈ27-2 ＜自動車ローン＞ 42

【問15】中 Ｈ25-2 ＜正味現在価値法＞ 43

【問16】基～上 Ｈ19-1、Ｈ23-1 ＜住宅取得資金計画・住宅ローン＞ 44

【問17】中～上 Ｈ18-2、Ｈ24-2 ＜二世帯住宅の資金計画と住宅ローン＞ 48

【問18】基～中 Ｈ19-2～Ｈ27-2 ＜住宅取得資金計画・住宅ローン＞ 50

【問19】基～中 Ｈ21-2～Ｈ27-2 ＜住宅取得資金計画・住宅ローン＞ 53

【問20】基～上 Ｈ20-1、Ｈ21-1 ＜住宅取得資金計画・住宅ローン＞ 55

【問21】基～中 Ｈ21-2～Ｈ26-2 ＜住宅取得資金計画・住宅ローン＞ 57

【問22】基～中 Ｈ20-2、Ｈ22-1 ＜ローン償還表の基礎知識＞ 62

【問23】基～特 Ｈ24-2～Ｈ27-1 ＜ローンやクレジットの基礎知識＞ 64

【問24】基～特 Ｈ21-2～Ｈ27-1 ＜ローンやクレジットの基礎知識＞ 68

【問25】基 Ｈ18-1 ＜債務整理の基礎知識＞ 69

【問26】基～上 Ｈ24-1～Ｈ27-1 ＜中小法人の資金計画＞ 70

【問27】基～上 Ｈ22-1～Ｈ27-2 ＜中小法人の資金計画＞ 74

【問28】基～中 Ｈ26-1～Ｈ27-2 ＜確定拠出年金と確定給付年金＞ 76

【問29】基～中 Ｈ24-1～Ｈ26-1 ＜確定拠出年金と確定給付年金＞ 78

【問30】基～中 Ｈ23-2～Ｈ27-2 ＜中小企業退職金共済制度＞ 79

【問31】基～中 Ｈ24-1～Ｈ27-2 ＜国民年金基金＞ 81

【問32】基～上 Ｈ24-1～Ｈ27-1 ＜小規模企業共済制度等＞ 84

【問33】基～中 Ｈ26-1～Ｈ27-2 ＜退職後の生活資金計画等＞ 88

問題編 目次

※ 難易度のマークはＦＰＫ研修センターが独自に振り分けたもので、次の通りです。

基 ＝基本レベル 中 ＝中級レベル 上 ＝上級レベル 特 ＝特異問題



★＝出題頻度（１つ：１～２回・２つ：３～４回・３つ：５回～）◎＝Let's try（必ずやっておこう)

ライフプラン編

【問 １】ＦＰの倫理と
コンプライアンス

（問題 1）設問Ａ★★ 1

（問題 2）設問Ｂ★ 2

◎（問題 3）設問Ｃ★★ 3

【問 ２】ＦＰの倫理と
コンプライアンス

（問題 4）設問Ａ★ 4

（問題 5）設問Ｂ★ 4

（問題 6）設問Ｃ★★ 5

（問題 7）設問Ｄ★ 5

（問題 8）設問Ｅ★ 5

【問 ３】ライフプランに関わる
統計データなど

（問題 9）設問Ａ 6

（問題10）設問Ｂ★ 7

（問題11）設問Ｃ★ 8

【問 ４】ライフプランに関わる
統計データなど

（問題12）設問Ａ★ 9

（問題13）設問Ｂ★ 10

（問題14）設問Ｃ★ 11

【問 ５】ライフプランに関わる
統計データなど

（問題15）設問Ａ 12

（問題16）設問Ｂ 13

（問題17）設問Ｃ★ 14

【問 ６】ライフプランに関わる
法律・諸制度

（問題18）設問Ａ★ 15

（問題19）設問Ｂ★ 15

（問題20）設問Ｃ★ 16

【問 ７】係数表の活用
／資産運用

（問題21）設問Ａ★ 17

◎（問題22）設問Ｂ★ 18

（問題23）設問Ｃ★ 19

【問 ８】係数表の活用
／資産運用

◎（問題24）設問Ａ★★★ 20

（問題25）設問Ｂ★★★ 21

◎（問題26）設問Ｃ★★★ 22

（問題27）設問Ｄ★★★ 23

◎（問題28）設問Ｅ★★★ 24

【問 ９】係数表の活用
／住宅取得資金計画

（問題29）設問Ａ★★ 25

（問題30）設問Ｂ★★ 26

◎（問題31）設問Ｃ★ 27

【問１０】源泉徴収票の
読み取り等

（問題32）設問Ａ 28

◎（問題33）設問Ｂ 29

【問１１】キャッシュフロー表

◎（問題34）設問Ａ★★★ 33

◎（問題35）設問Ｂ★★★ 33

【問１２】キャッシュフロー表

（問題36）設問Ａ★★★ 37

（問題37）設問Ｂ★★★ 37

【問１３】教育資金設計

◎（問題38）設問Ａ★★ 39

（問題39）設問Ｂ★★ 40

（問題40）設問Ｃ★ 40

◎（問題41）設問Ｄ★ 41

【問１４】自動車ローン

◎（問題42）設問Ａ★ 42

【問１５】正味現在価値法

（問題43）設問Ａ★ 43

【問１６】住宅取得資金計画・
住宅ローン

（問題44）設問Ａ 44

（問題45）設問Ｂ 46

（問題46）設問Ｃ★ 47

【問１７】二世帯住宅の資金計画
と住宅ローン

（問題47）設問Ａ 48

（問題48）設問Ｂ★ 49

【問１８】住宅取得資金計画・
住宅ローン

（問題49）設問Ａ 50

◎（問題50）設問Ｂ★★★ 51

（問題51）設問Ｃ★★★ 52

◎（問題52）設問Ｄ★★★ 52

【問１９】住宅取得資金計画・
住宅ローン

（問題53）設問Ａ★ 53

◎（問題54）設問Ｂ★★ 53

（問題55）設問Ｃ 54

（問題56）設問Ｄ★ 54

【問２０】住宅取得資金計画・
住宅ローン

（問題57）設問Ａ 55

（問題58）設問Ｂ 56

（問題59）設問Ｃ 56

（問題60）設問Ｄ 56

【問２１】住宅取得資金計画・
住宅ローン

（問題61）設問Ａ 57

◎（問題62）設問Ｂ 58

◎（問題63）設問Ｃ★★ 59

◎（問題64）設問Ｄ★★ 60

【問２２】ローン償還表の
基礎知識

◎（問題65）設問Ａ 62

（問題66）設問Ｂ 63

【問２３】ローンやクレジットの
基礎知識

（問題67）設問Ａ★★ 64

◎（問題68）設問Ｂ★★ 65

（問題69）設問Ｃ★ 66

（問題70）設問Ｄ★ 67

【問２４】ローンやクレジットの
基礎知識

（問題71）設問Ａ★★ 68

◎（問題72）設問Ｂ★★ 68

（問題73）設問Ｃ★ 68

【問２５】債務整理の基礎知識

（問題74）設問Ａ 69

【問２６】中小法人の資金計画

◎（問題75）設問Ａ★ 70

（問題76）設問Ｂ★ 71

（問題77）設問Ｃ★ 72

（問題78）設問Ｄ★ 73

【問２７】中小法人の資金計画

（問題79）設問Ａ★ 74

◎（問題80）設問Ｂ 74

（問題81）設問Ｃ★ 75

（問題82）設問Ｄ★ 75

【問２８】確定拠出年金と
確定給付年金

（問題83）設問Ａ★★★ 76

◎（問題84）設問Ｂ★★★ 76

（問題85）設問Ｃ★★★ 77

（問題86）設問Ｄ★★★ 77

出題頻度一覧

ライフプランニング・リタイアメントプランニング
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(c)All rights reserved ＦＰＫ研修センター株式会社

ＣＦＰ精選過去問題 ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝ･ﾘﾀｲｱﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝ -１

【問 ６】基 －複合問題－ ライフプランに関わる法律・諸制度

金融商品販売法や預金者保護法などの消費者保護のための法律や諸制度を理解することは、顧客

に適切なアドバイスを行うためにも、ＣＦＰR認定者にとって必要な知識です。以下の設問について、

それぞれの答えを１～４の中から１つ選んでください。

（問題18）設問Ａ ☆ Ｈ23－1

湯本さんは、退職後の生活資金等に充てる「自分年金」を保全していくためにも、預金保険制

度について関心をもっている。預金保険制度に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

1. 預金保険制度では、同じ金融機関に複数の預金がある場合には、担保設定されていな

いもののうち、満期設定のないものが、満期日のあるものより優先して保護される。

2. 預金保険制度では、金融機関で購入した、株式を一切組み入れない公社債投資信託に

ついても、保護の対象とされる。

3. 普通銀行のほか、信用金庫や信用組合、労働金庫、外国銀行の在日支店も、預金保険

制度の対象金融機関である。

4. 日本国内に本店のある都市銀行や地方銀行、信託銀行であれば、それらの海外にある

支店も預金保険制度の対象となる。

（問題19）設問Ｂ ☆ Ｈ23－1

「預金者保護法」では、キャッシュカード等の盗難によって被害が発生した場合でも、本人に

過失等があったと認められる場合には、損害額の全額補償の対象にならないことがある「預金者

保護法」における次の記述の適不適の組み合わせとして、正しいものはどれか。

（ア）暗証を容易に第三者が認知できるような形でメモなどに書き記し、キャッシュカードとと

もに携行していた場合

（イ）暗証を、ロッカー、貴重品ボックス、携帯電話など金融機関の取引以外で使用する暗証と

しても使用し、かつ、キャッシュカードを他人の目につきやすい場所に放置していた場合。

（ウ）病気や障害等のやむを得ない事情により、介護ヘルパー等に対して暗証を知らせたうえで、

キャッシュカードを渡した場合。

1. （ア）のみが、一般的に全額補償の要件として認められる。

2. （ア）および（イ）が、一般的に全額補償の要件として認められる。

3. （イ）および（ウ）が、一般的に全額補償の要件として認められる。

4. （ウ）のみが、一般的に全額補償の要件として認められる。
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(c)All rights reserved ＦＰＫ研修センター株式会社

ＣＦＰ精選過去問題 解答と解説 ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝ･ﾘﾀｲｱﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝ -１

【問 ６】基 －複合問題－ Ｈ23－1、Ｈ27－2 ライフプランに関わる法律・諸制度

＜正解＞

設問Ａ 設問Ｂ 設問Ｃ

１ ４ ４

（問題17）設問Ａ－１ 預金保険制度 ☆

1. 適切。預金保険制度では、同じ金融機関に複数の預金がある場合には、担保設定されてい

ないもののうち、満期設定のないもの（普通預金、貯蓄預金等）が、満期日のあるもの

（定期預金等）より優先して保護される。

2. 不適切。公社債投資信託は預金ではないため、銀行で購入したものであっても、預金保険

制度による保護の対象とはならない。また、銀行は証券会社ではないため、投資者保護基

金による保護の対象ともならない。

3. 不適切。銀行のみでなく信用金庫や信用組合、労働金庫も、預金保険制度の対象金融機関

であるが、外国銀行の在日支店は預金保険制度の対象金融機関とはならない。

4. 不適切。日本国内に本店のある都市銀行や地方銀行、信託銀行であっても、それらの海外

にある支店は、預金保険制度の対象外である。

＜預金保険制度の保護の範囲＞

無利息の普通預金
決済用預金

当座預金
一般預金等とは別枠で金額を問わず全額保護

決済用預金以外の
一般預金

保護対象預金
合算して元本1,000万円までとその利息を保護

（注）

外貨預金、譲渡性預金 破綻金融機関の財産状況に応じて支払い
預金保険制度

保護預かり専用以外の ※1,000万円以下の預入れでも一部カットされること
の対象外商品

金融債 がある。

（注）1,000万円を超える元本部分とその利息については、破綻金融機関の財産状況に応じて支払
われるので、一部カットされることがありうる。

一般預金で元本1,000万円を超える部分は、破綻金融機関の財産状態に応じて概算払いが行わ

れ、その後清算配当の形で支払われる。

１預金者とみなされるのは、個人、法人、権利能力無き社団・財団となっているため、個人事

業主の個人預金と事業用預金は合算して計算される。

（問題18）設問Ｂ－４ 偽造・盗難キャッシュカード被害における被害者の過失 ☆

4. 正しい。

（ア）認められない。暗証番号を容易に第三者が認知できるような形でメモなどに書き記し、キ

ャッシュカードとともに携行・保管していた場合は、本人の過失となりうる事例であり、

預金者過失ありの75％補償となる。

（イ）認められない。暗証をロッカー、貴重品ボックス、携帯電話など金融機関の取引以外で使用

する暗証としても使用し、かつ、キャッシュカードを他人の目につきやすい場所に放置して

いた場合は、本人の過失となりうる暗証の管理であり、預金者過失ありの75％補償となる。

（ウ）認められる。他人に暗証を知らせた場合は、本人の重大な過失となり預金者重過失として

補償されないが、病気や障害等のやむを得ない事情により、介護ヘルパー等に対して暗証


